
２０２０年（令和２年）
Ⓒ石油化学新聞社２０２０年　（昭和３０年６月８日第３種郵便物認可）　週刊・毎月曜日発行

購読料／年間３4,３２０円（本体３１,２００円＋消費税３,１２0円）・６カ月１7,１６０円（本体１５,６００円＋消費税１,５６０円）

５月11日（月）3371号

　
奨
学
金
と
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
で
大

学
に
通
っ
た
経
験

か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

で
困
難
に
直
面
し

て
い
る
学
生
た
ち

へ
、
一
刻
も
早
い
現
金
の
給

付
を
政
府
に
求
め
た
い
。
必

ず
や
彼
ら
は
そ
れ
に
感
謝

し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
新

し
い
日
本
の
た
め
に
貢
献
し

て
く
れ
る
と
信
じ
る
▼
７
人

の
家
族
を
支
え
て
い
た
父

に
、
高
学
費
を
頼
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
実
家
で
読

ん
で
い
た
新
聞
の
広
告
欄
で

新
聞
奨
学
生
制
度
を
知
っ
た

の
は
40
年
前
。
東
京
近
郊
の

販
売
所
に
配
属
さ
れ
る
と
、

そ
こ
に
は
沖
縄
、
大
分
、
岡

山
、
長
野
各
県
出
身
の
先
輩

学
生
が
働
い
て
い
た
▼
確
か

４
年
制
大
学
で
最
大
２
０
０

万
円
の
奨
学
金
が
給
付
さ

れ
、
部
屋
は
無
料
提
供
さ
れ

て
朝
食
付
き
。
月
給
は
朝
夕

刊
の
配
達
と
集
金
・
チ
ラ
シ

手
当
含
め
て
手
取
り
６
万
円

ほ
ど
だ
っ
た
▼
日
本
新
聞
協

会
に
よ
る
と
、
19
年
10
月
時

点
の
学
生
の
新
聞
販
売
所
従

業
者
数
は
４
７
１
４
人
。
今

年
度
奨
学
生
の
募
集
要
項
を

調
べ
る
と
、
奨
学
金
は
４
年

制
で
最
大
５
２
０
万
円
、
月

給
は
食
費
を
差
し
引
い
て
13

万
～
16
万
円
。
条
件
は
良
く

な
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

学
生
数
が
01
年
比
で
４
分
の

１
に
減
っ
て
い
る
と
知
っ
て

残
念
で
な
ら
な
い
▼
４
月
22

日
に
学
生
グ
ル
ー
プ
が
発
表

し
た
中
間
報
告
に
よ
る
と
、

家
族
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入

減
で
13
人
に
１
人
が
退
学
を

検
討
。
１
千
万
円
以
上
収
入

が
あ
っ
た
自
営
業
の
父
親
の

経
営
悪
化
を
知
っ
た
私
立
大

３
年
生
は
、
両
親
が
「
お
金

の
こ
と
は
心
配
せ
ず
、
し
っ

か
り
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言

っ
て
く
れ
る
も
の
の
、
親
の

や
せ
我
慢
を
察
し
て
「
辞
め

ざ
る
を
得
な
い
」
と
告
白
し

て
い
る
▼
国
立
大
生
は
「
学

費
減
免
」
を
求
め
る
と
と
も

に
私
立
大
と
比
べ
劣
る
「
遠

隔
授
業
」
の
環
境
構
築
を
要

望
す
る
。
人
と
人
と
の
間
隔

を
一
定
程
度
空
け
る
「
社
会

的
距
離
」
の
予
防
策
を
続
け

ざ
る
を
得
な
い
と
分
か
っ
た

こ
の
期
に
及
ん
で
、
国
は
躊

躇
し
て
い
る
暇
な
ど
な
い
。

　【
お
こ
と
わ
り
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、

本
号
は
特
別
編
集
６
㌻
と

し
て
発
行
し
ま
す
。

　
１
～
２
面
は
「
総
合
」

「
住
設
・
供
給
機
器
・
新

技
術
版
」、
３
面
は
「
東

日
本
版
」（
北
海
道
・
東

北
・
首
都
圏
）、
４
面
は

「
西
日
本
版
」（
中
部
・

近
畿
・
四
国
・
中
国
・
九

州
）
と
し
ま
し
た
。
６
面

は
「
府
中
市
立
小
体
育
館

Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
事
例
特
集
」

で
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

石
油
化
学
新
聞
社

サウジＣＰ推移
（単位 ：㌦／㌧）

2018年 2019年 2020年
プロパン ブタン プロパン ブタン プロパン ブタン

１月 590 570 430 420 565 590
２月 525 505 440 470 505 545
３月 480 465 490 520 430 480
４月 475 470 515 535 230 240
５月 500 505 525 530 340 340
６月 560 560 430 415
７月 555 570 375 355
８月 580 595 370 360
９月 600 635 350 360
10月 655 655 420 435
11月 540 525 430 445
12月 445 415 440 455

平均 542.08 539.17 434.58 441.67 414.00 439.00

前年比 +74.58 +37.50 -107.50 -97.50 － －

　
政
府
は
４
月
29
日
、
２
０

２
０
年
春
の
勲
章
受
章
者

（
叙
勲
）
と
褒
章
受
章
者
を

発
令
し
た
。
国
や
公
共
へ
の

貢
献
が
讃
え
ら
れ
た
ガ
ス
業

界
関
係
者
が
名
を
連
ね
た
。

　
叙
勲
で
は
、
元
広
島
商
工

会
議
所
会
頭
で
広
島
ガ
ス
相

談
役
の
深
山
英
樹
氏
が
旭
日

中
綬
章
、
元
関
東
経
済
産
業

局
長
で
元
日
本
ガ
ス
協
会
専

務
理
事
の

橋
晴
樹
氏
が
瑞

宝
中
綬
章
、
元
阿
久
根
商
工

会
議
所
会
頭
で
阿
久
根
ガ
ス

会
長
の
西
勘
三
郎
氏
が
旭
日

小
綬
章
、
元
福
井
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
会
長
で
福
井
ツ
バ
メ

商
事
会
長
の
藤
野
拓
三
氏
が

旭
日
双
光
章
、
垣
内
会
長
の

垣
内
敬
陽
氏
が
旭
日
単
光
章

の
受
章
の
栄
に
浴
し
た
。

　
褒
章
で
は
、
元
ア
イ
シ
ン

精
機
社
長
の
伊
原
保
守
氏
が

産
業
振
興
功
績
に
よ
っ
て
藍

綬
褒
章
に
選
ば
れ
た
。

　
褒
章
伝
達
式
と
中
綬
章
以

下
の
勲
章
伝
達
式
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
中
止
と
な
っ

た
。

春
の
叙
勲
・
褒
章 

業
界
か
ら
多
数
が
栄
誉

深
山
・

橋
・
伊
原
氏
ら

深山英樹氏

西勘三郎氏

藤野拓三氏

垣内敬陽氏

伊原保守氏

　
深
山
英
樹
（
ふ
か
や
ま
・

ひ
で
き
）
氏
　
広
島
大
学
政

経
学
部
経
済
学
科
卒
、
１
９

６
４
年
広
島
ガ
ス
入
社
。
取

締
役
総
合
企
画
部
長
や
専
務

総
合
管
理
本
部
長
な
ど
を
歴

任
し
、
２
０
０
１
年
６
月
社

長
就
任
。
10
年
４
月
代
表
取

締
役
会
長
を
経
て
、
17
年
６

月
か
ら
相
談
役
名
誉
会
長
。

団
体
歴
は
10
年
12
月
～
19
年

10
月
ま
で
広
島
商
工
会
議
所

会
頭
。
１
９
４
１
年
10
月
25

日
広
島
市
出
身
、
78
歳
。

 


橋
晴
樹
（
た
か
は
し
・

は
る
き
）
氏
　
東
京
大
学
法

学
部
卒
、
１
９
７
２
年
４
月

通
商
産
業
省
（
現
・
経
済
産

業
省
）
入
省
。
91
年
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
公
益
事
業
部
ガ

ス
事
業
課
長
、
98
年
中
小
企

業
庁
計
画
部
長
を
経
て
、
99

年
９
月
～
２
０
０
１
年
７
月

関
東
経
済
産
業
局
長
。
03
年

６
月
～
12
年
６
月
日
本
ガ
ス

協
会
専
務
理
事
を
務
め
、
07

年
５
月
か
ら
は
同
副
会
長
も

兼
務
し
た
。
70
歳
。

　
西
勘
三
郎
（
に
し
・
か
ん

ざ
ぶ
ろ
う
）
氏
　
１
９
６
６

年
中
央
大
学
商
学
部
卒
、
同

年
阿
久
根
ガ
ス
代
表
取
締
役

専
務
、
77
年
社
長
、
２
０
１

７
年
代
表
取
締
役
会
長
。
公

職
は
阿
久
根
商
工
会
議
所
会

頭
、
阿
久
根
市
振
替
納
税
宣

言
推
進
協
議
会
会
長
、
同
市

行
政
改
革
推
進
委
員
会
会
長

な
ど
。
１
９
４
１
年
８
月
９

日
同
市
出
身
、
78
歳
。

　
藤
野
拓
三
（
ふ
じ
の
・
た

く
み
）
氏
　
１
９
９
５
年
５

月
福
井
ツ
バ
メ
商
事
常
務
、

99
年
５
月
社
長
に
就
任
、
２

０
１
７
年
か
ら
会
長
。
公
職

は
08
年
５
月
～
18
年
５
月
福

井
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
会
長
、

08
年
６
月
～
18
年
６
月
日
本

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
連
合
会
（
現
・
全

国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
）
理
事
な

ど
を
歴
任
。
１
９
４
８
年
６

月
24
日
生
ま
れ
、
71
歳
。

　
垣
内
敬
陽
（
か
き
う
ち
・

た
か
は
る
）
氏
　
１
９
５
６

年
高
知
商
業
高
校
卒
。
商
工

中
金
勤
務
を
経
て
、
92
年
10

月
垣
内
専
務
、
94
年
９
月
社

長
。
２
０
１
２
年
か
ら
取
締

役
会
長
。
高
知
県
工
業
会
副

会
長
や
同
県
発
明
協
会
副
会

長
を
歴
任
し
、
産
業
技
術
功

労
で
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し

た
。
１
９
３
８
年
３
月
９
日

高
知
市
出
身
、
82
歳
。

　
伊
原
保
守
（
い
は
ら
・
や

す
も
り
）
氏
　
１
９
７
５
年

４
月
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売

（
現
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
入

社
、
２
０
０
７
年
６
月
ト
ヨ

タ
輸
送
社
長
、
13
年
６
月
ト

ヨ
タ
自
動
車
副
社
長
を
歴

任
。
15
年
４
月
ア
イ
シ
ン
精

機
顧
問
を
経
て
６
月
同
社
長

に
就
任
。
18
年
６
月
～
19
年

６
月
同
相
談
役
。
１
９
５
１

年
11
月
17
日
生
ま
れ
、68
歳
。

　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
４
月
30
日
、

世
界
の
20
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
が
前
年
比
６
％
減
、
08
年

の
金
融
危
機
後
の
減
少
の
７

倍
以
上
急
落
す
る
と
の
見
通

し
を
発
表
し
、
「
第
二
次
世

界
大
戦
以
来
最
大
の
シ
ョ
ッ

ク
」
と
強
い
危
機
感
を
示
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大

流
行
）
下
に
あ
る
が
、
フ
ァ

テ
ィ
・
ビ
ロ
ル
事
務
局
長
は

「
長
期
的
な
影
響
を
特
定
す

る
に
は
時
期
尚
早
だ
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
業
界
に
と
っ
て
、

こ
の
危
機
は
以
前
と
大
き
く

世
界
エ
ネ

需
　
　
要 

20
年
は
６
％
減
予
測

２
次
大
戦
以
来
の
危
機

ＩＥＡ

異
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
分
析
は
、
欧
州
の
数
カ
国

と
米
国
が
５
月
に
経
済
活
動

の
一
部
を
再
開
す
る
と
予
想

し
、
各
地
の
都
市
封
鎖
が
今

後
数
カ
月
の
間
に
ほ
ぼ
解
除

さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
て
い

る
も
の
の
、
今
年
の
需
要
減

は
イ
ン
ド
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
に
匹
敵
す
る
。

　
地
域
別
で
は
米
国
９
％

減
、
欧
州
11
％
減
と
先
進
諸

国
の
落
ち
込
み
が
大
き
い
。

　
電
力
需
要
は
都
市
封
鎖
の

期
間
に
20
％
以
上
減
少
し
、

通
年
で
５
％
減
の
見
通
し

だ
。
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石

炭
８
％
減
、
天
然
ガ
ス
５
％

減
、
石
油
９
％
減
で
電
力
を

上
回
る
落
ち
込
み
と
な
る
。

　
一
方
、
世
界
の
第
１
四
半

期
（
１
～
３
月
）
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
は
３
・
８
％
減
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
別
で
は
石
炭
８
％

減
、
石
油
５
％
減
、
天
然
ガ

ス
２
％
減
だ
っ
た
。

大 

陽 

日 

酸

新
体
制
の
社
長
に

永
田
研
二
専
務

　
大
陽
日
酸
（
本
社
・
東

京
、
市
原
裕
史
郎
社
長
）
は

４
月
27
日
、
10
月
１
日
に
現

在
の
大
陽
日
酸
を
商
号
変
更

し
て
発
足
す
る
持
ち
株
会
社

の
日
本
酸
素
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
と
、
現
在
の
大
陽
日
酸

分
割
準
備
会
社
か
ら
商
号
変

更
し
国
内
事
業
を
承
継
す
る

大
陽
日
酸
の
ト
ッ
プ
人
事
を

内
定
し
た
。
日
本
酸
素
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
は
市
原

裕
史
郎
社
長
が
継
続
し
、
大

陽
日
酸
社
長
に
は
永
田
研
二

取
締
役
専
務
執
行
役
員
産
業

ガ
ス
事
業
本
部
長
が
就
く
。

　
永
田
研
二
（
な
が
た
・
け

ん
じ
）
氏
　
１
９
８
１
年
４

月
日
本
酸
素
入
社
。
２
０
１

３
年
６
月
執
行
役
員
北
関
東

支
社
長
、
16
年
４
月
執
行
役

員
産
業
ガ
ス
事
業
本
部
副
本

部
長
兼
ガ
ス
事
業
統
括
部
長

兼
プ
ロ
ダ
ク
ト
管
理
統
括
部

長
、
同
年
６
月
常
務
執
行
役

員
産
業
ガ
ス
事
業
本
部
副
本

部
長
兼
ガ
ス
事
業
統
括
部
長

兼
プ
ロ
ダ
ク
ト
管
理
統
括
部

長
、
17
年
４
月
常
務
執
行
役

員
産
業
ガ
ス
事
業
本
部
長
、

18
年
６
月
か
ら
現
職
。
１
９

５
９
年
２
月
28
日
生
ま
れ
、

61
歳
。

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
が
４
月

30
日
発
表
し
た
５
月
積
み
Ｃ

Ｐ
は
、
ト
ン
当
た
り
プ
ロ
パ

ン
で
前
月
比
１
１
０
㌦
高
の

３
４
０
㌦
、
ブ
タ
ン
が
同
１

０
０
㌦
高
の
３
４
０
㌦
と
な

っ
た
。

　
中
東
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
市
場
は
３

月
か
ら
供
給
過
剰
感
が
漂
っ

て
い
た
が
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ

ス
に
よ
る
５
月
か
ら
の
原
油

の
協
調
減
産
再
開
が
決
定
し

た
こ
と
で
、
先
行
き
は
引
き

締
ま
る
見
通
し
が
強
ま
っ

た
。
中
東
産
カ
ー
ゴ
の
供
給

が
限
定
的
な
一
方
、
イ
ン
ド

中
東
の
減
産
継
続
が
影
響

Ｐ
Ｂ
と
も
340
㌦
に
上
昇

５月ＣＰ

や
中
国
向
け
需
要
は
引
き
続

き
堅
調
で
あ
り
、
先
物
Ｃ
Ｐ

価
格
は
上
昇
基
調
に
あ
っ
た
。

　
極
東
着
市
況
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

プ
ラ
ス
に
よ
る
原
油
協
調
減

産
再
開
の
見
通
し
を
受
け
て

底
堅
く
推
移
し
た
。
プ
ロ
パ

ン
は
、
マ
ス
ク
の
原
料
と
し

て
化
学
繊
維
で
あ
る
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ
ン
の
需
要
が
伸
び
る

中
国
向
け
な
ど
が
下
支
え
し

た
。

　
ア
ラ
ビ
ア
ン
ラ
イ
ト
原
油

と
の
熱
量
換
算
比
は
、
前
月

の
プ
ロ
パ
ン
75
・
５
％
、
ブ

タ
ン
79
・
８
％
に
対
し
、
Ｐ

Ｂ
と
も
に
約
２
２
０
％
と
大

幅
に
上
昇
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

は
、
原
油
と
比
較
し
て
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
た

め
、
大
き
な
差
を
生
ん
だ
と

見
ら
れ
る
。

３
月
Ｃ
Ｉ
Ｆ

7610
円
安
４
万
6943
円

　
財
務
省
が
４
月
28
日
に
発

表
し
た
３
月
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
Ｃ

Ｉ
Ｆ
価
格
（
９
ケ
タ
速
報
）

は
、
総
合
計
で
ト
ン
当
た

り
、
前
月
比
７
６
１
０
円
安

の
４
万
６
９
４
３
円
と
な
っ

た
。
一
般
用
は
４
万
６
７
９

１
円
、
原
料
用
は
５
万
６
６

４
１
円
。
為
替
レ
ー
ト
は
１

㌦
１
０
８
円
で
１
円
50
銭
の

円
高
・
ド
ル
安
。

　
総
輸
入
量
は
、
93
万
７
０

０
８
㌧（
前
月
比
４
％
減
）
。

内
訳
は
ア
メ
リ
カ
75
万
４
５

６
７
㌧
（
同
約
２
％
増
）、

カ
ナ
ダ
７
万
１
６
１
４
㌧

（
同
32
％
増
）
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
５
万
８
７
４
５
㌧

（
同
15
％
減
）、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
２
万
９
６
３
５
㌧

（
同
７
倍
超
）
な
ど
と
な
っ

た
。

　
速
報
段
階
だ
が
、
19
年
度

の
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格
は
総
合
計
で

ト
ン
当
た
り
５
万
４
４
１

円
、
18
年
度
確
定
値
比
で
１

万
１
０
５
８
円
の
値
下
が
り

と
な
っ
た
。
輸
入
量
は
１
０

４
４
万
３
０
８
㌧
で
、
同
16

万
７
７
８
７
㌧
減
。
最
も
多

か
っ
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
７

５
７
万
９
１
０
５
㌧
の
輸
入

量
と
な
り
、
全
体
の
約
73
％

を
占
め
た
。

　
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研

究
所
は
４
月
21
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に

向
け
た
政
府
の
「
緊
急
事
態

宣
言
」
が
全
国
に
拡
大
し
た

こ
と
を
受
け
、
外
出
自
粛
・

休
業
要
請
が
国
内
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
に
与
え
る
影
響
分
析

結
果
を
発
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
仮
に
影

響
の
期
間
を
７
都
府
県
に
発

出
し
た
４
月
８
日
か
ら
21
日

時
点
の
期
限
で
あ
る
５
月
６

日
ま
で
の
約
１
カ
月
間
と
し

た
場
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

全
体
の
生
産
額
が
37
％
（
約

１
・
４
兆
円
）
落
ち
込
む
と

し
て
い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
別
の
生
産
額

の
減
少
率
は
高
い
順
に
、

「
燃
料
油
」
が
自
家
用
車
や

旅
客
機
な
ど
の
輸
送
用
、
製

エ
ネ
研
分
析 

緊
急
事
態
１
ヵ
月
間
で

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
20
％
減

国内エネ
生 産 額

造
業
や
発
電
施
設
向
け
重
油

の
減
少
で
最
大
の
42
％
減
、

「
電
力
」
が
製
造
業
と
学

校
、
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
向
け
な

ど
で

32
％
減
、「
都
市
ガ

ス
」
が
製
造
業
に
加
え
飲
食

店
、
学
校
、
宿
泊
業
な
ど
向

け
を
主
に
28
％
減
、「
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
」
が
タ
ク
シ
ー
や
飲
食

店
向
け
の
落
ち
込
み
で
20
％

減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
減
少
率
が
最

も
低
い
背
景
に
は
需
要
の
約

５
割
が
家
庭
業
務
用
で
あ
る

こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
。
と
り

わ
け
、
そ
の
約
７
割
を
占
め

る
家
庭
用
は
在
宅
時
間
の
長

時
間
化
で
現
状
維
持
ま
た
は

プ
ラ
ス
の
効
果
が
見
込
ま
れ

る
。
半
面
、
残
り
３
割
程
度

の
業
務
用
と
、
需
要
全
体
の

約
６
％
を
占
め
る
自
動
車
用

が
休
業
要
請
・
外
出
自
粛
の

影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
大
き

く
減
少
す
る
見
通
し
だ
。

　
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

を
含
む
国
内
生
産
額
は
、
宣

言
期
間
の
約
１
カ
月
間
で
41

％
（
49
・
７
兆
円
）
落
ち
込

む
。
不
要
不
急
の
財
と
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
が
減
少
す
る
た

め
。

　
業
種
別
の
生
産
額
の
減
少

率
は
、「
建
設
業
」
が
最
大

の
96
％
減
、「
鉱
業
」
が
79

％
減
と
最
も
影
響
を
受
け

る
。
次
い
で
輸
送
機
械
や
電

子
部
品
な
ど
の
「
製
造
業
」

53
％
減
、
飲
食
店
や
娯
楽
施

設
を
含
む
「
サ
ー
ビ
ス
業
」

52

％

減
、「

卸

売
・

小

売

業
」
47
％
減
、「
運
輸
・
郵

便
」
41
％
減
が
見
込
ま
れ
、

い
ず
れ
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
37
％
減
を
上
回
る
。

　
そ
の
他
分
野
の
生
産
額
は

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
30
％

減
、「
情
報
通
信
」「
農
林
漁

業
」
19
％
減
、「
金
融
・
保

険
・
不
動
産
」
11
％
減
、

「
食
品
製
造
業
」
10
％
減
の

見
込
み
だ
。世

界
の
石
油
需
要

コ
ロ
ナ
収
束
な
ら

21
年
は
急
回
復

　
エ
ネ
研
は
１
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流

行
）
収
束
後
、
21
年
世
界
の

石
油
需
要
が
前
年
比
11
～
13

・
５
％
増
と
大
き
く
反
転
す

る
と
の
試
算
も
示
し
た
。

　
小
山
堅
常
務
理
事
首
席
研

究
員
、
末
広
茂
計
量
・
統
計

分
析
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
よ
る
分
析
。
①
20
年
に

完
全
収
束
す
る
②
21
年
６
月

ご
ろ
ま
で
緩
や
か
な
第
二
波

が
来
る

―
と
の
二
つ
の
シ

ナ
リ
オ
に
基
づ
き
、
４
月
17

日
に
発
表
し
た
20
年
世
界
の

石
油
需
要
見
通
し
（
前
年
比

９
・
３
～
12
・
８
％
減
）

に
、
新
た
に
異
な
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
収
束
時
期
を
加
味
し

た
結
果
、
来
年
に
は
経
済
活

動
が
急
回
復
す
る
と
し
た
。

電
気
・
ガ
ス
特
例
措
置

料
金
支
払
い
期
限

２
ヵ
月
延
長
に
変
更

　
経
済
産
業
省
は
、
全
国
の

旧
大
手
電
力
系
19
社
、
旧
大

手
都
市
ガ
ス
系
５
社
か
ら
申

請
の
あ
っ
た
電
気
・
ガ
ス
料

金
の
支
払
い
期
限
を
従
来
の

１
カ
月
か
ら
２
カ
月
に
延
長

変
更
す
る
特
例
措
置
を
、
４

月
24
日
付
で
認
可
し
た
。
３

月
19
日
以
降
に
申
請
認
可
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
影
響
で
暮
ら
し
が
困
窮

し
、
国
の
生
活
資
金
貸
し
付

け
を
受
け
た
規
制
料
金
利
用

者
か
ら
の
繰
り
延
べ
申
し
出

が
前
提
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。

　
各
社
は
２
月
検
針
分
の
料

金
支
払
い
期
限
（
３
月
25

日
）
に
つ
い
て
申
し
出
に
基

づ
い
て
１
カ
月
延
長
す
る
と

し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
政
府
の
緊
急
事

態
宣
言
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
再
度
、
政
府
が
電
気

・
ガ
ス
事
業
者
に
柔
軟
な
対

応
を
要
請
。
各
社
は
支
払
い

期
限
延
長
の
特
例
措
置
が
ち

ょ
う
ど
１
カ
月
経
過
す
る
段

階
で
、
繰
り
延
べ
期
限
を
２

カ
月
延
長
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

ガ
ス
特
例
措
置

８
日
で
266
事
業
者

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
影
響
で
規
制
ガ
ス
料
金

の
支
払
い
期
限
を
１
～
２
カ

月
延
長
す
る
特
例
措
置
の
認

可
事
業
者
数
は
８
日
時
点
で

全
国
２
６
６
事
業
者
に
増
加

し
た
。

　
石
油
化
学
新
聞
社
の
集
計

に
よ
る
と
、
３
月
19
日
以
降

の
全
国
の
認
可
状
況
は
、
所

管
別
で
本
省
８
事
業
者
、
北

海
道
２
事
業
者
、
東
北
18
事

業
者
、関
東
１
２
８
事
業
者
、

近
畿
49
事
業
者
、
中
国
13
事

業
者
、
四
国
４
事
業
者
、
九

州
27
事
業
者
、
沖
縄
１
事
業

者
。
事
業
者
別
で
は
一
般
ガ

ス
導
管
70
事
業
者
、
旧
一
般

ガ
ス
み
な
し
ガ
ス
小
売
９
事

業
者
、
旧
簡
易
ガ
ス
み
な
し

ガ
ス
小
売
１
８
７
事
業
者
。

Ｗ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
が「
特
設
サ
イ
ト
」

各
国
の
対
策
な
ど 

有
用
情
報
を
発
信

新型コロナ　
昨
年
末
に
中
国
・
武
漢
市
で
初
め
て
検
出
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界
各
地
に
拡
大

し
、
世
界
的
流
行
に
な
っ
て
い
る
。
８
日
現
在
、
世
界
で
４
０
０
万
人
近
い
感
染
者
、
25
万
人
超
の
死
者

を
出
し
、
各
国
の
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
世
界
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
Ｗ
Ｌ
Ｐ
Ｇ

Ａ
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
世
界
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
者
か
ら
の
投
稿
記
事
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
、
各
国
・
地
域
当
局
に
よ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
取
り
組
み
事
例
な
ど
の
有
用
な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

　
特
設
サ
イ
ト
に
投
稿
し
て

い
る
の
は
８
日
時
点
（
日
本

時
間
）
で
、
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
、
ア
ラ
ハ
タ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ガ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
リ
キ
ッ
ド
ガ
ス
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
（
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
英
国
、

カ
ナ
ダ
プ
ロ
パ
ン
協
会

が
投
稿
し
た
写
真
（
ケ

ベ
ッ
ク
州
指
定
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
屋
外
検
査

所
に
設
置
さ
れ
た
容
器

と
暖
房
機
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
加
盟

団
体
）
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
南
ア
フ
リ

カ
安
全
協
会
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
諸
国
（
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
ペ
ル
ー
、
メ
キ
シ
コ
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、
エ
ク
ア
ド

ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
各
国
協
会
）
、
ト

ル
コ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
協
会
、
全

米
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会

（
Ｎ
Ｇ
Ｐ
Ａ
）
、
プ
ロ

パ
ン
教
育
研
究
評
議
会

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
、
米
国
）
、
カ

ナ
ダ
プ
ロ
パ
ン
協
会
、
ア
ー

ガ
ス
な
ど
。

　
米
国
か
ら
の
投
稿
に
よ
る

と
、
米
国
国
土
安
全
保
障
省

（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
は
州
政
府
・
自

治
体
向
け
「
重
要
イ
ン
フ
ラ

労
働
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

「
プ
ロ
パ
ン
従
業
員
」
を
位

置
づ
け
て
い
る
。
対
象
は
生

産
・
貯
蔵
・
輸
送
・
流
通
、

緊
急
対
応
・
検
査
・
保
守
の

各
部
門
、
さ
ら
に
関
連
機
器

の
製
造
・
輸
送
部
門
、
そ
れ

ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー

ム
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
従

業
員
も
含
ま
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｇ

Ａ
は
、
加
盟
企
業
が
的
確
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適
用
し
て

い
る
か
、
注
意
深
く
見
守
る

と
し
て
い
る
。

　
中
国
か
ら
の
投
稿
に
よ
る

と
、
湖
北
省
仙
桃
市
の
デ
イ

リ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー
（
湖
北
大

立
容
器
製
造
）
が
、
衛
生
マ

ス
ク
を
１
日
当
た
り
50
万
枚

製
造
、
供
給
し
て
い
る
。
同

社
は
医
療
用
ガ
ウ
ン
と
人
工

呼
吸
器
も
提
供
し
て
い
る
と

い
う
。

　
一
方
、
Ｗ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
は
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
充
填
・
流
通
の
全
工

程
で
「
潜
在
的
に
従
業
員
、

消
費
者
が
感
染
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
」
と
し
、
日
常
業
務

上
の
注
意
事
項
を
発
信
し
て

い
る
。

　
全
従
事
者
に
求
め
て
い
る

の
は
▽
石
け
ん
と
水
に
よ
る

手
洗
い
▽
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
に
よ
る
定
期
的
な
手
指
消

毒
▽
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
▽
最
低

２
㍍
の
距
離
の
維
持
▽
手
触

り
・
抱
擁
の
禁
止
▽
検
温
▽

作
業
人
員
の
制
限
▽
手
袋
、

保
護
メ
ガ
ネ
の
着
用
▽
更
衣

室
や
キ
ッ
チ
ン
、
喫
煙
所
な

ど
共
用
部
の
人
数
制
限

―

な
ど
だ
。


